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基本目標１ 仕事づくり

事業名称 漁港施設長寿命化対策事業 担当 建設課 

〔目 的〕 

市が管理する漁港施設，海岸保全施設の適正な維持保全及び運営を行うとともに，施設更新

のコスト平準化，縮減を図るため，特に劣化程度の著しい施設の長寿命化に取り組む。 

 

〔事業概要〕 

竹原漁港（吉名地区・長浜地区） 

吉名地区 ４浮桟橋の改修（更新） 

長浜地区 護岸の改修 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年６月 吉名地区・長浜地区漁港施設 

       改修設計業務入札 

 令和３年７月 業者決定 

 令和４年２月 設計業務完了 

 【業務内容】 

  実施設計，図面作成，数量計算，など 

 【対象施設】 

  〇吉名地区 

   吉名２号桟橋・柏１号浮桟橋・柏２号浮桟橋 

   柏３号浮桟橋（計４施設） 

  〇長浜地区 

   長浜８号護岸（計１施設） 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

14,027千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

改修工事（吉名地区 吉名２号桟橋，柏１号桟橋，長浜地区 護岸改修） 

 

〔R4年度事業費〕 

  44,000千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

 

 

 

 

▲吉名２号桟橋 

▲長浜８号護岸 
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事業名称 森林経営管理事業 担当 建設課 

〔目 的〕 

森林環境譲与税及び森林環境譲与税に関する法律に沿い，森林の間伐や担い手確保，木材利

用の促進や普及啓発等を通じ，温室効果ガスの削減や災害防止等を図るため，森林整備を行う。 

 

〔事業概要〕 

①市が森林所有者に，所有森林を今後どのように経営管理したいかの意向を確認。 

※自分で管理したいと回答した場合は，所有者自らが管理することとなる。 

  （森林組合等への委託を含む） 

②市に委託したいと回答した場合は，必要に応じて，市と協議の上，経営管理の委託手続き

を行う。 

 ③市に森林の経営管理を委託した場合，市が森林を管理。（自己負担なし） 

  手入れ不足の人工林の整備 

 ④その他 

地籍調査が済んでいない地区の境界を確定等や県産木材の利用など 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

〇R3意向調査：11 ha，11筆を実施 

 〇森林 GIS用のパソコンを購入し新システムを 

導入予定 

 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

市ホームページで R3実績を公表予定 

 

 

 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

500千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

R4意向調査：地域調整会議（令和４年４月開催予定）で対象地域を決定（7 ha程度を想定） 

 ・決定地区へ意向調査，市に委託する場合は測量等を実施 

 ・R3で意向調査済のものについて，森林整備等を行う（2ha） 

 

〔R4年度事業費〕 

  8,451千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

▲森林現況調査の様子 

▲間伐の様子 
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基本目標１ 移住定住の促進

事業名称 関係人口及び移住・定住人口創出事業 担当 企画政策課 

〔目 的〕 

関係人口及び移住・定住人口の増加による地域振興を図るため，竹原暮らしを体験でき，先

輩移住者及び地域住民とのつながりづくりのためのプログラムの提供など，関係人口及び移住

定住人口創出・拡大イベントを実施する。 

 

〔事業概要〕 

「有名ベンチャーキャピタルも注目！歴史情緒あふれる竹原で「本業+α」ワーケーション」

のコンセプトのもと，東京圏を中心に移住を検討しているクリエイティブな個人事業主やテレ

ワーク実施者をメインターゲットにオンラインイベントを実施し，ワーケーションの地として

竹原を選んでいただくため，東京・竹原で事業を実施している方の働き方やコンパクトな竹原

だからこそ実現できる本業のみにとらわれない多様な暮らし方を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1月) 〕 

令和３年 12月 実施内容調整（市・県・委託業者） 

 令和４年 １月 オンラインイベント実施（視聴回数 122回，最大同時接続数 41人） 

令和４年 ２月 オンラインイベント映像を活用した PR動画配信 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

市ホームページ，SNS・県 HP，SNS・出演者 SNSにてイベント周知 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

440千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

これまで以上に竹原暮らしを体験でき，先輩移住者及び地域住民とのつながりづくりのため

のプログラムを提供するために，オンラインイベントのみでなく，実地イベントを開催する。 

 

〔R4年度事業費〕 

  672千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 デマンド交通実証運行事業 担当 企画政策課 

〔目 的〕 

 令和２年３月に策定した「竹原市公共交通網形成計画」の今後の取組の中で，「外出スタイ

ルニーズに呼応した運行方法の見直し・調整」及び「公共交通空白地・不便地区への交通サー

ビスの提供」に関わる取組の一つとして実施するものである。 

 

〔事業概要〕 

地域公共交通網の再編に向け，公共交通不便地域等を対象に新たな交通モードとして，デマ

ンド型乗合タクシー実証運行を行う。また，実証運行結果に基づき，竹原市地域公共交通会議

において分析・評価を行い，改善点を踏まえて本格運行に向けた検討を行う。 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

 令和３年５月２４日～令和４年３月３１日 

仁賀・吉名地区デマンド交通実証運行実施 

 令和３年 10月 令和３年度第１回竹原市 

地域公共交通会議（書面審議） 

 令和３年 11月 令和３年度第２回竹原市 

         地域公共交通会議 

 令和４年 １月 令和３年度第３回竹原市 

         地域公共交通会議（書面審議） 

〇利用者数推移                             （単位：人） 

 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

仁賀 0 16 10 21 12 26 14 14 

吉名 6 82 109 170 166 188 216 185 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

 令和３年４月～５月の実証運行開始前に仁賀・吉名地区で住民説明を実施するとともに，利

用促進のためのチラシの配布や両地区の地域交流センターを通じた広報も併せて実施。 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

9,517千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

地域公共交通網の再編に向け，令和３年度に引き続き，仁賀・吉名地区でのデマンド型乗合

タクシー実証運行を実施する。 

また，住民の利用を促すことを目的とし，７５歳以上の仁賀・吉名地区の住民を対象に，１

往復分の無料乗車チケットを配布する，お試し乗車体験を実施する。 

〔R4年度事業費〕 

  4,581千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

▲デマンド型乗合タクシー 
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基本目標２ 少子化対策

事業名称 結婚新生活支援事業 担当 社会福祉課 

［目 的］ 

結婚・妊娠・出産・育児の「切れ目のない支援」のために行う取組のうち，結婚に対する取

組について，結婚に伴う新生活を開始する際の経済的な負担を軽減することにより，結婚しや

すい環境づくりを推進する。 

 

〔事業概要〕 

概  要 これから夫婦として新生活をスタートさせようとする世帯を対象に，結婚に伴う新

生活のスタートアップに係る費用の支援を行う。 

対象世帯 次の①～④の要件をすべて満たす世帯が対象 

     ① 令和３年４月１日から令和４年３月 31日までに入籍した世帯 

     ② ご夫婦の所得を合わせて 400万円未満（世帯収入約 540万円未満に相当） 

     ③ ご夫婦ともに婚姻日における年齢が 39歳以下の世帯 

     ④ その他，竹原市が定める要件を満たす世帯 

対象費用 

 

 

 

補助金額 １世帯あたり上限額３０万円 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年 ６月～ 補助金募集開始 

 令和３年 10月  第１号交付決定（交付式開催） 

 令和４年 １月末現在７名 1,322千円 交付済み 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

広報たけはら，市ホームページ，ＳＮＳ，チラシ配架等 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

2,400千円 

新居の住宅費 ①新居の購入費 

②新居の家賃，敷金，礼金，共益費及び仲介手数料 

新居への引越費用 ③引越業者や運送業者に支払った引越費用 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

引き続き実施し，結婚に伴う新生活を開始する際の経済的な負担を軽減することにより，結

婚しやすい環境づくりを推進する。 

 

〔R4年度事業費〕 

  2,700千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 婚活イベント支援事業 担当 社会福祉課 

〔目 的〕 

少子化の要因の一つである未婚化及び晩婚化に対する取り組みとして，結婚を希望する独身

の男女のために，結婚の推進を目的とした出会いの機会を積極的に提供する事業を支援する。 

 

〔事業概要〕 

広島中央地域連携中枢都市圏（呉市，竹原市，東広島市，江田島市，海田町，熊野町，坂町，

大崎上島町（本事業は，坂町を除く４市３町））事業として，結婚を希望する 20歳以上の独身

の男女に対して健全な出会いの機会と交流の場を提供するもの等で，構成市町で開催されるイ

ベントに対して助成を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年 ５月～６月 事業者募集 

 令和３年 ８月    事業者決定 

 令和３年 ９月～   参加者募集 

 令和３年 12月５日  婚活イベント開催 

 参 加 者 男性 22名，女性 22名 カップル成立数：４組 

 主な内容 照蓮寺での自己紹介，町並み保存地区の散策， 

瀬戸内ゴルフリゾートでのパターゴルフ大会等 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

広報たけはら，市ホームページ，SNS，チラシ・ポスターの 

配布・掲示，自治会への回覧等 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

213千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

他の構成市町において実施する婚活イベントの周知等を行う。 

 

〔R4年度事業費〕 

  5千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

年度 市 町 

平成 30年度 呉市 － 

令和元年度 東広島市 大崎上島町 

令和２年度 新型コロナウイルス感染拡大防止のため休止 

令和３年度 竹原市 熊野町 

令和４年度 江田島市 海田町 
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事業名称 産婦健康診査事業 担当 健康福祉課 

〔目 的〕 

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るため，産後２週間，産後１か月など出産後間

もない時期の産婦に対する健康診査に係る費用を助成することにより，産後の初期段階におけ

る母子に対する支援を強化し，妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制を整備する 

 

〔事業概要〕 

医療機関等で産婦健康診査を実施する。 

〇内容…問診，診察，体重・血圧測定，尿検査，産婦の精神状態に応じてツールを用いた客

観的なアセスメントの実施 

〇回数…妊婦１人につき２回以内とする。 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年４月１日 事業開始  

受診者数（延べ）                           （単位：人） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

１２ １６ １２ ６ ６ １２ １８ １４ １６ 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

広報たけはら，市ホームページ，こそだてはてなぶっくに掲載した。 

対象者には個別で説明又は通知をした。 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕 

660千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るため，継続して実施する。 

 

〔R4年度事業費〕 

  1,110千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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基本目標３ 地域力の強化

事業名称 被保護者健康管理事業 担当 社会福祉課 

〔目 的〕 

被保護者の多くは健康上の課題を抱えており医療と生活両面からの支援が必要である。本市

の被保護者の疾病の現状を把握し必要な支援事業を行い，健康や生活の質の向上を図ることを

目的とする。 

 

〔事業概要〕 

被保護者の健康や生活の質の向上を図るとともに，医療扶助費の適正化につなげるため， 

生活習慣病の発生予防・重症化予防等を推進する。 

 ○保健指導・生活支援対象者選定 

 ○看護師・保健師による保健指導及び生活支援等 

  ○本市健康検査の受診勧奨通知の発送 

  ○本市被保護者の医療レセプトの取り込み及びポテンシャル分析を実施し，本市被保護者

の現状把握を行い，今後の具体的な支援実施に活用していく。 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

株式会社データホライゾンと委託契約を締結し健康管理支援事業を実施。 

  本年は生活習慣病の中でも重篤化していくことが懸念される糖尿病患者の中から対象者

を１名選定し看護師の保健指導及び生活支援を実施した。なお，今年度はコロナの影響があ

ったため，訪問ではなくリモートでの実施となった。 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

糖尿病対象者へ個別に参加状況を聞き取りした。 

 令和３年５月に被保護者に市健康診査 

の実施・参加を通知。 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

3,696千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

ポテンシャル分析から引き続き糖尿病患者を対象とすることし，医療レセプト分析から対象

者１名を選定し，保健指導・生活支援を実施していく。 

 

〔R4年度事業費〕 

 396千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 精神障害者医療費事業 担当 健康福祉課 

〔目 的〕 

精神障害者が自立した地域社会の一員として生活できる環境を整えるため，精神疾病や身体

合併症の寛解状態が継続するよう，一般科を含む通院医療費の一部を負担する。 

 

〔事業概要〕 

精神保健手帳１級所持者で自立支援医療受給者（精神通院医療）（20 名見込）に対し，一般

科を含む通院の一部負担金が 200円／日（月４日）となるよう，医療費の助成を行う。 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年４月 事業開始 

（令和３年４～７月は償還払いで対応し，現物支給は令和３年８月からとした。） 

対象者 ４名 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

精神保健手帳１級所持者に案内通知を送付した。 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

2,594千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕  

精神障害者が自立した地域社会の一員として生活できる環境を整えるため，継続して実施す

る。 

 

〔R4年度事業費〕 

  2,160千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 学びから始まる地域づくりプロジェクト事業 担当 文化生涯学習課 

〔目 的〕 

地域交流センターを拠点として，学校運営協議会を含む地域団体などの多様な主体と連携を

図りながら，地域住民が主体的に地域づくりに参画できる社会教育・生涯学習の仕組み作りを

目指す。 

〔事業概要〕 

広島県立生涯学習センター（広島県教育委員会）が所管する広島版「学びから始まる地域づ

くりプロジェクト」モデル市町として採択され実施するもの。 

 コミュニティ・スクールをテーマとし，全市展開に呼応した地域交流センター等を核とした

地域のコーディネート機能を充実させるための研修等を行う予定であったが，新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受け実施ができていない。そういったなかで，地域と学校のつながりづく

りに向けて地域交流センターを中心に各種事業を行い，地域人材の発掘及び人材育成を図って

いる。今後，市内他地域（他校）の参考となるモデル構築を目指す。 

  モデル地域・・・忠海地区 

  拠点となる地域交流センター・・・忠海東地域交流センター，忠海地域交流センター 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年 ７月～ 各地域交流センターにおいて 

児童生徒向け講座・教室等を実施 

 令和３年 10月 お寺めぐりスタンプラリー 

令和３年 11月 忠海町内総合スポーツ大会 

※上記以外にも地域交流センターを中心に各種教室・ 

講座を実施。 

 令和４年 １月 視察研修（延期） 

  ※学校長，学校運営協議会委員，地域づくり課 

   教育委員会（総務学事課，文化生涯学習課）出席予定 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

地域交流センターだより，広島県立生涯学習センター 

ホームページへ掲載 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

0千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

引き続き，忠海東地域交流センター・忠海地域交流センターと連携し，地域と学校のつなが

りづくりに向けた取り組みを実施していく。 

 

〔R4年度事業費〕 

  116千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

▲お寺めぐりスタンプラリー 

▲忠海町内総合スポーツ大会 
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事業名称 自治体間等連携・交流事業 担当 企画政策課 

〔目 的〕 

関係人口の創出・拡大を図るため，自治体間等で双方の資源を活用した連携・交流事業を実

施する。 

 

〔事業概要〕 

自治体間等連携・交流事業として，東京竹原会 30 周年記念行事，北海道余市町との連携，

民間企業との連携を行う。 

三原市，尾道市，西日本旅客鉄道株式会社広島支社と連携し，「せとうちファンづくり」協

定を締結し，関係人口づくりに向けた取組を行う。 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

 令和３年 11月   竹原市の日本酒と余市町のワインの 

ふるさと納税の返礼品コラボを実施 

 令和４年 ３月   せとうちファンづくり協定「おため 

し暮らし」事業実施に伴う要綱作成 

 令和４年 ４月～ せとうちファンづくり協定「おため 

し暮らし」事業実施予定 

※東京竹原会 30周年記念行事は，新型コロナウイルス 

感染症の影響により令和３年は，実施なし。 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

余市町との取組について，市 HP，プレスリリース，  

SNSにて実施を周知 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

0千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

自治体間等連携・交流事業として，引き続き東京竹原会 30 周年記念行事，北海道余市町と

の連携，民間企業との連携を行う。 

「せとうちファンづくり」協定の一環として，関係人口づくり，移住・定住を目的に竹原市

を訪問し，市内の宿泊施設を利用しようとする訪問者に対し，３市（三原市・尾道市）が同条

件で宿泊料を助成する。 

 

〔R4年度事業費〕 

  512千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

 

▲竹鶴政孝・リタ銅像 

▲ふるさと納税返礼品コラボ 
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基本目標３ まちの魅力向上

事業名称 景観形成推進事業 担当 都市整備課 

〔目 的〕 

自然や歴史・文化を活かした「竹原らしい豊かな景観づくり」を市民，事業者及び行政の連

携・協働で行い，誰もが「愛着」と「誇り」をもつことができる景観を形成していく。 

 

〔事業概要〕 

 本市の良好な景観形成を総合的かつ計画的に推進するために，竹原市景観計画の策定，竹原

市景観条例，竹原市屋外広告物条例を制定する。 

 竹原市景観審議会による各種協議や建築物等の外観改修等に対する民間補助事業の検討な

どを踏まえて，魅力ある景観形成を推進する。 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

 令和３年７月～８月 竹原市景観計画への市民意見の反映や想定される規制等について周 

知することを目的に，景観重点地区（４地区）で住民説明会を開催 

 令和３年８月～９月 竹原市景観計画への市民意見を反映させるため，パブリックコメント 

を実施 

 令和３年 10月   竹原市景観計画策定委員会開催 

 令和３年 12月   竹原市都市計画審議会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

 竹原市広報紙等による住民説明会の案内 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

7,194千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

 ・令和４年７月１日から竹原市景観条例及び竹原市屋外広告物条例による届出等を開始予定 

 ・重点地区における建築物等の新築・改修・外観変更等に係る補助制度を開始予定 

 ・竹原市景観審議会を開催予定 

〔R4年度事業費〕 

  1,897千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

▲地元説明会の開催 ▲竹原市景観計画策定員会の開催 
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事業名称 歴史的建造物活用社会実験等実施事業 担当 文化生涯学習課 

〔目 的〕 

歴史的建造物の社会実験を実施することにより，歴史的建造物の新たな活用方法の掘り起こ

しや，民間運営等に向けた課題や効果の把握につなげる。 

 

〔事業概要〕 

町並み保存地区及びその周辺にある市有の歴史的建造物について，民間事業者を募集・決定

し，民間事業者による社会実験を実施する。 

 対象施設…竹原市歴史民俗資料館，旧光本家住宅，竹原市町並み保存センター， 

      旧吉井家住宅，旧上吉井家住宅，旧松阪家住宅，旧森川家住宅 全７施設 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

令和３年 ６月～11月 募集要件等作成 

 令和３年 12月    募集要項の公表 

 令和３年 12月～令和４年１月 

応募書類受付 

 

（今後の予定） 

 令和４年２月～  

事業者の決定，社会実験の実施 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

市公式ホームページ，プレスリリース，SNS 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

1,000千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

民間事業者による社会実験を実施し，その事業内容等について，中間評価，最終評価・分析

を行う。 

 

〔R4年度事業費〕 

  1,000千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

 

 

 

 

 

▲旧森川家住宅 



- 14 - 

 

地方創生推進交付金対象事業

事業名称 訪れたいまち竹原・交流人口拡大推進事業 担当 産業振興課 

〔目 的〕 

海外からの誘客及び観光消費額の増加を目的に，旅行商品の造成・販売，ファムツアーの実

施，インバウンド向けの情報発信など観光プロモーションを行う。また，令和２年度まで実施

した首都圏向けプロモーションの成果測定として，観光客等へのマーケティング調査を実施

し，今後のプロモーションへ活用を図る。 

 

〔事業概要〕 

・国内外の観光客を対象としたマーケティング調査の実施 

・インバウンド向けの体験プロダクトの開発 

・市内観光スポットの周遊施策の実施 

 

〔実施状況(R3.4～R4.1) 〕 

○マーケティング調査 

・ウェブアンケート：６月 

・聞き取りアンケート（宮島・忠海港）：６月 

・アンケート設置（関西空港・京都 TIC）：２月 

○インバウンド向けの体験プロダクトの開発 

・プロダクト内容選定：10月から 

・モニターツアー：３月 

○市内観光スポットの周遊施策 

・デジタルスタンプラリー：10月～12月 

 

〔R3年度の周知（広報）状況〕 

市 SNS，観光ナビ等で周知 

 

〔R3年度事業費（決算（見込）額）〕  

7,999千円 

R4年度の取組 

〔事業概要〕 

〇海外旅行会社に繋がりのある在日ランドオペレーターへのファムツアー 

〇在日外国人に向けたテストマーケティング 

〇インバウンド（国外）向けの情報発信 

 

〔R4年度事業費〕 

  8,000千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

▲大久野島 

▲町並み保存地区 


